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お話しする内容
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1. 博物館の活動と財源

2. 国立科学博物館での外部資金獲得への取り組み

3. 寄付獲得とコミュニケーションの実践

4. 寄付獲得に取り組んでみて
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博物館の役割

展⽰ 学習⽀援活動
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博物館の役割

展⽰ 学習⽀援

調査研究 資料の
収集保管
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国⽴科学博物館の財源

運営費交
付⾦,
2,546 

⼊場料等収⼊
543 

令和４年度収入予算

展⽰関係, 
681 

研究関係, 
365 

標本資料, 242 

学習⽀援, 264 
⼀般管理費, 

323 

⼈件費, 
1,214 

令和４年度支出予算

（単位：百万円）
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今までの科学博物館は…

•「科学好きな⼈たち」が集まる場所というイメージ
これからの科学博物館は…

•「誰でもが」新しい発⾒や驚きに出会える場所に

科博イノベーションプラン
科学系博物館イノベーションセンターの設置

「科学を⽂化として育む博物館」に向けて

2019.6.27発表
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「科博イノベーションプラン」
〜科学を⽂化として育む博物館を⽬指して〜

１．国際的にも魅⼒的
な博物館としての整備

２．博物館活動の基盤で
ある研究機能の強化とｺﾚ
ｸｼｮﾝの充実

展⽰・学習⽀援活動の
バックボーン

研究成果

3．多様な財源確保⽅策の実施

４．科学系博物館等との
連携強化

科博イノベーションプラン

プラン1-① 魅⼒ある多様な展
⽰と学習プログラムの充実
プラン1-② インバウンド対応
を意識した展⽰の充実
プラン1-③ 国内外への情報発
信の強化
プラン1-④ 来館者⽬線に⽴っ
た安全で利⽤しやすい環境づく
り

プラン2-① ⾃然史分野と科学技術史分
野の中核的研究機関としての機能強化
プラン2-② 分野横断的研究と先進的⼿
法の活⽤
プラン2-③ 研究成果の積極的な発信
プラン2-④ コレクションの充実と収蔵
庫の整備
プラン2-⑤ コレクションの多様な⽤途
への活⽤

プラン3-① 寄附、施設貸与(ﾕﾆｰｸﾍﾞﾆｭｰ)等の促進
プラン3-② 専⾨⼈材の活⽤や⼈気コンテンツの製品化と普及

プラン4-① 巡回企画展・地域館連携企画展の充実
プラン4-② 学芸員等の研修、ネットワーク化⽀援

2019.6.27発表
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施設貸与による収⼊
施設貸与（ユニークベニュー）
・ウェディング、ファッションショー等イベントの会場
・映画、ドラマ、雑誌等のロケ撮影

Keio Fashion Creator🄫 KAO’RU Shibahara
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監修や講演、商品開発など
専⾨⼈材や標本資料の活⽤

・標本資料を活⽤した商品開発への
協⼒・監修

・オンラインによる
有料講座・書籍の監修

©Sangetsu
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関わり⽅からマッピングしてみた

人数

科
博
と
の
関
わ
り
方

賛助会
友の会

大口
寄附

クラウドファンディング
プロジェクト型寄付

事業実施収入、イベント収入
その他の多様な財源

濃

薄

お気に入りの事業を
応援する

参画した事業に
対価を支払う

組織の活動を
支援する
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組織の活動を⽀える賛助会制度
2005年に創設
３つの使途に対するご支援
① 青少年の自然科学へ興味・関心の向上
② 地方博物館との連携
③ 標本や資料の保存、修復、等
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賛助会員の区分とその返礼
寄付金額に応じた会員区分
・ブロンズ会員
・シルバー会員
・ゴールド会員
・プラチナ会員
・ダイヤモンド会員

会員区分に応じた返礼
・入館料無料、特別展チケット配布
・特別展内覧会へのご招待
・館内芳名板への掲示
・研究者プレミアム講演会へのご招待 等
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活動成果を伝える「賛助会員のつどい」や、
会員向けのイベント等を実施。昨年度はオンラインでの開催。

賛助会員限定の、特別展関連講演動画のオンデマンド配信「賛助会員のつどい」で、特別展会場からの生中継での解説

⽀えてくれる⽀援者との関係を強化
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寄附法人(企業)の社会貢献事業への協力
⇒ 寄附法人との関係性の強化

★法人との連携イベントへの研究者の協力

・賛助会団体会員との共催による社会貢献活動イベント（オンラインワークショップ）

⽀えてくれる⽀援者との関係を強化
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クラウドファンディング①
お気に入りの事業を応援してもらう 調査・研究への支援

2016年4月12日成立

2018年9月14日成立



© National Museum of Nature and Science 

プロジェクトの成果の発信
記録映像をまとめたドキュメンタリー映画『スギメ』を制作
☆博物館として科学技術映像祭文部科学大臣賞を受賞
★Amazon プライム・ビデオ、U-NEXT、ｄTV等で配信中

映画や書籍と連動した
商業施設・図書館・書店でのイベント展示
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クラウドファンディング②
お気に入りの事業を応援してもらう 資料の保存・公開

多くの方に見てほしい！
戦後日本復興の象徴
「YS-11」量産初号機
公開プロジェクト
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クラウドファンディング②
支援者を意識したイベント実施
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⽀援者とのコミュニケーションを⼤切に
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２つの⼤型プロジェクトを経て

「クラウドファンディング」と
いう活動自体が広報活動

→外部のプラットフォーム
を使うことによるメリットも
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２つの⼤型プロジェクトを経て
大型プロジェクトは体制が不可欠

多くの場合複数のセクションにまたがって影響するため、
組織としての体制作りが重要。（通常業務への影響も。）
返礼検討の際に、実作業面を意識するなどの工夫も

プロジェクト
推進担当

クラファン
事務担当

広報担当 財務担当
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２つの⼤型プロジェクトを経て
大型プロジェクトは体制が不可欠

多くの場合複数のセクションにまたがって影響するため、
組織としての体制作りが重要。（通常業務への影響も。）
返礼検討の際に、実作業面を意識するなどの工夫も

組織全体として取り組む

プロジェクト
推進担当

クラファン
事務担当

広報担当 財務担当
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日ごろの事業の実施、発信の重要性
寄付をする先の候補に入れてもらうためには、
組織としての日ごろの活動を知ってもらう必要がある。

日ごろの事業の実施とその発信を充実させることこそが、
組織としての信用性、信頼性につながり、
最終的に、寄付などの支援につながるのではないか。

２つの⼤型プロジェクトを経て



© National Museum of Nature and Science 

関わり⽅を増やしていく

賛助会
友の会

大口
寄附

お気に入りの事業を
応援する

組織の活動を
支援する

クラウドファンディング
プロジェクト型寄付

事業実施収入、イベント収入
その他の多様な財源

参画した事業に
対価を支払う

人数

科
博
と
の
関
わ
り
方

濃

薄
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⽀援者を増やしていく

人数

賛助会
友の会

大口
寄附

お気に入りの事
業を応援する

組織の活動を
支援する

参画した事業に
対価を支払う

クラウドファンディング
プロジェクト型寄付

事業実施収入、イベント収入
その他の多様な財源

科
博
と
の
関
わ
り
方

濃

薄
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まとめ
ファンドレイジングは新たな財源の確保の手段

同時にその活動自体が組織の活動の理解促進を図る機会

特定セクションの業務ではなく、組織として取り組む体制を

日ごろの活動を発信していくことで、寄付の候補として選んでも
らえるように

寄付者との関係性を深める＋サポーターを増やす
→ 一度だけでなく継続した支援につなげる

そのための寄付者とのコミュニケーション
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